
地域の新たな“チカラ“
企業の皆さんの
地域貢献活動を考えてみよう

企業向けオンラインイベント

６月３０日（水）１８時～



■地域への貢献活動は、
企業も地域も好循環が生まれます！



おおた社協に届いた
地域貢献“カタチ”紹介



社協事業への協力



■災害ボランティアセンターへの協力



■社協広報物の配布協力/使用済切手の回収



■米一トンプラン（使用済切手の回収）

㈱ＪＣＯＭ 大田 様
・使用済切手を社内で回収して、届けてくれました。

・集まった切手は、ボランティアの皆さんで整理を行い、

業者へ売却、精米を購入し、ひとり親家庭に配布しました。

業者へ売却し、
精米購入。

ひとり親家庭
へ配布。



■スーパー/コンビニ店舗内のフードドライブ活動



㈱ＪＡＬスカイ 様

職員の皆様が、社内でフードドライブを行い

集まった食料を地元糀谷・羽田地区の

子育て世帯を対象の還元イベントを協働で

行いました。（５０名以上の方が参加）

■地域へのフードパントリーイベント



グランデュオ蒲田店 様

・年２回、駅ビルコンコースを活用したフードドライブ

イベントを共催。駅ビルの立地の良さから、毎回、多くの

方が活動に参加してもらえるイベントになっています。

■地域向けのフードドライブイベント



食の支援



アサヒグループホールディングス（株）様

・区内の子ども食堂を中心に、大田区の子どもたちへ、

これまで計３回にわたり、御社製の飲料水等を寄付

いただきました。

■自社商品の寄贈

■はちみつ食堂のスタッフ



■自社商品の寄贈

森永製菓㈱ 様

・区内の子ども食堂を中心に、大田区の子どもたちへ、

自社製品であるチョコボールを寄贈いただきました。

大好きなお菓子を受け取った子どもたちは、ニッコニッコ。

☺

☺
☺



■新鮮野菜の寄贈

ＪＡ東京中央 様

・野菜の品評会に出展された新鮮野菜を寄贈いただき

ました。地域の子ども食堂にお届けし、子どもたちに

お渡ししました。



■食の支援
㈱荏原製作所 様

・コロナ禍の中で、地域で頑張っていらっしゃる方へとの思い

から、計２回にわたり飲料水等の寄付をいただきました。

・感染リスクを抱えながら、懸命に利用者へのサービス提供を

行っている区内訪問介護の事業者へ届けました。

■区内訪問介護事業者の皆さん



■食の支援

㈱梓設計 様

・地域の児童福祉のために役立たてほしいという思いから、

レトルトカレー約３００食分を寄贈いただきました。

区内児童施設等にお届けしました。

■区内児童福祉施設等へ



もくたん工房さんは、福島県の

泉崎村の里山を守るべく環境保全

をテーマに里山整備、稲作を進める

活動の中で、自社で栽培したお米を

本社がある大田区の子どもたちの

ために定期寄贈して

下さっています。

■自社で栽培したお米の寄贈（もくたん工房様）



■社内フードドライブ活動

明治安田生命保険（相） 様

東京海上日動ファイナンス㈱ 様
・社内フードドライブ活動を行っていただき、コロナ禍で

苦しい思いをされているご家庭への食料支援に活用

させていただきました。



■子ども食堂への支援

東京田園調布ロータリークラブ 様

・子ども食堂へサポートしてもらいたいものを

ニーズ調査し、現場が必要としているものを

寄付していただきました。



物品の支援



㈱ＢＥＡＭＳ 様
・店舗内のポップであるクリスマスツリーや、御社の

ノベルティグッズを、必要としている区内福祉施設や

子どもたちのために寄贈いただきました。

■クリスマスツリー/文具等の寄贈



㈱ 学研プラス 様

・創業の地・大田区の子どもたちに、御社の絵本・教材

を4,000冊寄贈いただきました。地域の学習支援団体、

子ども食堂、読み聞かせの会の方へお届けしました。

■絵本・教材の寄贈



■手作りマスクやハンドタオルの寄贈

㈱ＪＡＬスカイ 様

・羽田空港がある地元・大田区の子どもたちのために、

御社の社員の皆さんが、手作りのマスクやタオルを

心込めて作成していただき、届けてくました。



地域福祉の活動資金の寄付



■地域福祉の活動資金の寄付

明治安田生命保険（相） 様

・コロナ禍の中で、苦しんでいる地域の方々のために、

何かできることはないかと、 「私の地元応援基金」より、

寄付をいただきました。『子ども食堂マップ』の作成に

活用させていただきました。

 子ども食堂を区民の方に知ってもらう
新しいツールが作ることができました。



その他のＣＳＲ活動



㈱テンポイノベーション 様

・飲食店に物件を貸出されていて、その飲食店の協力の

もと、お店を活用した子ども食堂を推進しています。

区内２店舗で、子どもたちに食事を提供しています。

■企業が開くお店の“子ども食堂”



■企業が開くお店の“子ども食堂”

感動キューブ㈱ 様

・自社で運営している飲食店を活用して、毎日日替わり

弁当を子どもたちに配布しています。

蒲田の店舗を活用した『感動子ども食堂』



地域の皆さんの感謝の声



いただきました食品は、子ども食堂にて活用
させていただきました。ご寄付を頂きボラン
ティア一同深く感謝しております。

母子生活支援施設より
お渡しした皆さんから、「明日のお弁当に使える
わ」や「早速、今日の夕飯に使います」など、とて
も喜んで話していました。また、たくさんのお菓
子は、子どもたちのおやつにします」と笑顔に
なっていました。



☺ ☺



最後に

これからも、おおた社協では、

企業の皆さんの地域に対する

気持ちをカタチにし、必要な方

へ届けるお手伝いをさせていた

だきます！


